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あれは1年ぐらい前の話だろうか…。
事務所の軒先に黒い子猫が迷い込んで鳴いていた。
その姿があまりに不憫だったので、近所のスーパーに行って、キャットフードや牛乳を買ってきて、子猫に与えてやった。
すると、次の日から決まった時間に軒先に顔を出して、ミャーミャーミャーミャーやり出した。仕方がないので何度かキャットフードを与えてやると、味をしめたのか、すっかり事務所の飼い猫のようになってしまった。
慣れてくると、猫も図々しくなり、事務所の前を「エサはまだか、エサはまだか」と言いたげに、堂々と歩き回るようになってしまった。



